





















─  3H美術教育の理念を基底に  ─
Toward Sweeping Away Misunderstandings of Art Education (Part III) 




*1 拙著“五七五 de 美術教育”pp81-83において，「3つの力」「6つの要件」として，教員等のあり方を提案










































東幼稚園／ 2011.6．友宗園長撮影）」だった 図－ 3
100




具遊び」から発展）／図 -3，5，6」は，つい先頃の平成 29（2017）年 10 月 4 日（水），三原市立
沼田西・沼田東幼稚園・沼田西小学校教育研究会（自主公開／保護者参観日）で観察した保育である。








図－ 4（縦 157㎝ ×横 326㎝）
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」の提出を求めた。ほかでもない「私の間尺にあう作品をつくら
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せるため
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」だった。制作（製作）に入る前の一定時間，一律に，それぞれの「イメージ」を「スケッ
チ」におきかえさせ
4 4 4 4 4 4
，私の「合格」の一声を求めさせた
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に至る。自主性や主体性，想像力や創造力の
育ちを阻害する窮屈至極の指導を平然と展開していたのである。なんのための，誰のための美術教
育だったのかと，いまは恥じ入るばかりである。この際，なにはともあれ，若気の至りを自ら指弾
しておかなければならない。
ただし，この愚かなありようは，年々歳々，徐々に変容したことだけは付言しておく。次に与え
られたポストは，広島県教育委員会教育部指導室指導主事であった。広島県内全域の幼稚園・小学校・
中学校・高等学校の美術教員や美術教育関係者等と交流がかない，あるいは全国の美術教育担当指
導主事や文部省視学官・教科調査官等との交流機会にも恵まれた。こうした環境の中で，様々な美
術教育に関する“実践的な情報”を得ることができた。以降，広島大学の 20 年間，比治山大学に
おける今日までの 7 年間のプロセスで学びとったこと等を整理し，紡ぎ出したのが「美術（図画工
作）科等担当者スタンダード（私案／ 2012.11.1．改訂）」である。この際，本稿にて「6 つの要件」
を再検討することを通し，懺悔と再提案にかえたい。
図－ 8：およげ！みんなのこいのぼり／三原市立沼田東幼稚園
